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７月５日～８日、西日本を中心に記録的な大雨

○ 気象庁は、今回の大雨の名称を「平成３０年７月豪雨」に決定

《特別警報》
数十年に一度の重大な自然災害が迫った際、気象庁が発表する情報

（ ※ 消防庁発表資料 ７月１２日 ５：３０ 平成30年７月豪雨による被害状況）

広島県の様子

岡山県の様子

人的被害 住家被害

死者 行方不明者 負傷者 全壊 半壊 一部損壊 床上浸水 床下浸水

175 39 140 88 69 483 8,159 14,807

○ 「大雨特別警報」が、７月６日～８日 にかけ、１１府県で発表

○ 死者・行方不明者の数は２１４人（※）

→ 平成に入って犠牲者の最も多い風水害

（平成２５年の特別警報の運用開始以来、一の災害で４都道府県以上に出されたのは初めて）
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佐賀県周辺の地域では、４８時間雨量が

532.0mm 添田（福岡県）

441.5mm 伊万里（佐賀県）

350.0mm 佐世保（長崎県）

平成３０年７月５日００時～７月６日２４時

402.5mm 日田（大分県）

586.0mm 朝倉（福岡県）

354.0mm 白石（佐賀県）

平成２９年７月５日００時～７月６日２４時

581.5mm 北山（佐賀県）

平成３０年７月豪雨 九州北部豪雨

昨年の九州北部豪雨並みの大雨となりました
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長時間降り続いた雨 一気に短時間で降った雨

平成３０年７月豪雨(最大雨量)

４８時間降水量：５８１.５mm（北山）

１時間降水量： ５９.０mm（北山）

平成２９年７月九州北部豪雨(最大雨量)

４８時間降水量：５８６.０mm（朝倉）

１時間降水量：１０６.０mm（朝倉）
４８時間降水量 差：４.５mm

※12時から24時の12時間で510ｍｍ

59.0

581.5
106.0

586.0

北山（佐賀） 朝倉（福岡）

平成３０年７月５日００時～７月６日２４時 平成２９年７月５日００時～７月６日２４時平成３０年７月豪雨 九州北部豪雨

特徴は、一気に短時間ではなく、長時間降り続いた雨
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県の初動からの対応

日 時 対応 備考

７月５日 １２：０８ ９市町に大雨警報 → 災害情報連絡室設置（以降、全市町に拡大）

１７：５５ 武雄市に土砂災害警戒情報（以降、全市町に拡大）

７月６日
０９：００ 災害警戒本部に体制変更

１０：００ 第１回警戒本部会議
第２回：7月6日 １６：００
第３回：7月6日 ２２：００
第４回：7月7日 ０９：００

１３：２１ 道の駅「厳木」の駐車場にて土砂崩れ。２名救急搬送 軽症１、中等症１

１３：４７ 唐津市にリエゾン派遣（県職員１名） ２０：００ 武雄市にもリエゾン派遣（県職員1名）

１５：３３ 県警から筑肥線脱線事故の報告 けが人なし

１７：１０ 17市町に大雨特別警報（以降、全市町に拡大）

１７：５５ 全市町長に知事通知 日没前の避難呼びかけを依頼

７月７日 ０８：１０ 全市町の大雨特別警報解除

１０：００
災害情報連絡室に体制変更
（特別警報解除及び第4回会議の結果を踏まえ判断）

１９：００ 災害情報連絡室を廃止 １０：５１大雨警報も全て解除
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ホウレンソウハウス一部倒壊
（佐賀市富士町）

道の駅「厳木」 筑肥線（浜崎～鹿家間）

土砂災害（表層崩壊）

道路

道路農地

ＪＲ

伊万里松浦線（伊万里市）

しかか
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河川の護岸崩壊
田手川（吉野ヶ里町）

寒水川（みやき町）

徳須恵川（唐津市北波多）

嘉瀬川（佐賀市富士町）
しょうず
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気象注意報・警報、避難情報

区分 内容

注 意 報
災害が起こるおそれが
ある時に発表される予報

警 報
重大な災害が起こる
おそれがある時に発表
される予報

特別警報
重大な災害が起こる
おそれが著しく大きい時
に、最大限の警戒を
呼び掛けるために発表
される警報

（気象注意報・警報）

区分 発表タイミング

避 難 準 備 ・
高齢者等避難
開 始

避難勧告や避難指示
（緊急）を発令すること
が予想される場合

避 難 勧 告
災害による被害が予想
され、人的被害が発生
する可能性が高まった
場合

避 難 指 示
（ 緊 急 ）

既に災害が発生しても
おかしくない極めて危険
な状況

（避難情報）注意

極めて危険
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○市町が作成しているハザードマップ等を活用し、危険個所を確認
しましょう。

○ 避難情報等の入手方法を予め確認しましょう。

○市町が指定している避難場所（災害種別ごと）を確認し、経路や
移動手段も計画しましょう。

○ 防災備蓄、非常持ち出し品（食料品、医薬品、貴重品、衣類、
日用品など）を準備しましょう。

日ごろからの備えが重要です



警報に対する感覚を麻痺させず、
命を守る行動をとりましょう。

佐賀県 政策部 危機管理・報道局
消防防災課

TEL :0952-25-7026 FAX :0952-25-7262

MAIL：shouboubousai@pref.saga.lg.jpよ

お問い合わせ先

今までに経験したことのない
様々な災害が発生しています。


